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津波災害低減のための 潮林（自然力）の活用について

　　　　　　　　　　　　　　　　　河田惠昭・〇原田賢治

１．はじめに

低頻度で広域にわたる津波の対策として，全

沿岸に 大な構造物による対策をとることは不

可能である．しかし，物的津波被害の軽減のた

めには津波の進入を最小限にとどめる必要があ

り，構造物に加え 潮林などの自然力も活用し

た外力低下の対策が必要である．従来，津波対

策において付加的要素としてしか着目されてこ

なかった 潮林の 災機能の再評価により，

災・環境・利用に配慮した海岸整備のひとつの

ツールとして 潮林を活用することができる．

ここでは 潮林を考慮した津波数値シミュレー

ションを用いて，津波・ 潮林の条件による津

波低減の特徴について検討を行う．また， 潮

林の活用についても述べる．

２．津波数値Ầ算

　津波数値 算は 線形浅水方程式を Leap-flog

法により差分化して行った． 潮林を抵抗とし

て運動方程式に取り込み， 潮林幅，樹林密度，

津波 さ，津波周期を変化させて数値 算を行

った． 潮林の抵抗係数は水理模型実験に基づ

く抵抗係数モデル（原田,2003）を用いている．

３． 潮林による津波低減の特徴

　 算結果の整理の例として，Fig.1,2 に 潮林

による津波低減率と 潮林幅，津波周期の関係

を示す．津波の浸水深の低減率は 潮林幅と比

例関係にある事がわかる．200m の 潮林幅なら

ば，浸水被害に関係する浸水深を 5~6 割に，流

体力による被害に関係する流速は 4~6 割に低下

させることができる．また，津波周期が くな

ると浸水深の低減率は大きくなる傾向にあるが，

周期 20 分以下で 潮林幅 200m 以下の時には周

期が短い方が低減率は大きくなる傾向が見られ

る．これらの検討結果より 潮林による津波低

減効果を定量的に推定することが可能となり，

潮林の有効性が示された．

４． 潮林の活用について

　津波は 潮林の間を通過することができるの

で， 潮林だけでは陸上遡上を全て ぐことは

できない．しかし 潮林をひとつの対策ツール

としてとらえ，構造物による対策等と組み合わ

せることで， 潮堤等の構造物の想定津波以上

の津波に対しても多段的な対策をとることがで

き，津波遡上を低下させ被害を最小限にするこ

とが可能である． 潮林の活用にはこのような

組み合わせによる対策を地域の津波 災システ

ムの中に取り込んでいく必要がある．具体例と

しては，大 市周辺の臨海埋め立て地に見られ

る未利用地を活用し，埋め立て地周辺の堤 と

潮林を 市公園の一環として整備することに

より， 災・環境・利用に配慮した 潮林の利

用を期待することができる．
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Fig.１ 潮林幅と津波の減衰効果の関係
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Fig.２　津波周期と津波低減効果


